
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

   

   

   

   

   

   
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

NO.167 

◆一般図 

た く ぼ が わ ば し

田 久 保 川 橋  

 断面図   

 側面図   

◆橋梁諸元 

 平面図   

   工 事 名：東九州自動車道田久保川橋（ＰＣ上部工）工事 

   発 注 者：西日本高速道路㈱ 九州支社  

   設 計 者：三井住友建設㈱ 

   位  置：宮崎県日向市東郷町山陰字日平～山ノ口 

   道路規格：（完成時）第１種第２級Ｂ規格（暫定時）第１種第３級Ｂ規格 

   形  式：ＰＣ１０径間連続バタフライウェブ箱桁橋 

   荷  重：Ｂ活荷重 

   橋  長：712.5m(58.6+87.5+7@73.5+49.2m) 

   総 幅 員：10.15～10.35m(有効幅員 9.26～9.46m） 

   架設工法：張出し架設工法 

   ＰＣ鋼材：主方向：SWPR7BL 12S12.7(ディビダーク工法：内ｹｰﾌﾞﾙ) 

 19S15.2(ディビダーク工法：外ｹｰﾌﾞﾙ、ｴﾎﾟｷｼ+PE 被覆) 

 12S12.7(ディビダーク工法：斜ｹｰﾌﾞﾙ、ｴﾎﾟｷｼ+PE 被覆) 

          床版横締め：SWPR19L 1S19.3(ＳＭ工法：プレグラウトタイプ) 

 田久保川橋（完成名：寺迫ちょうちょ大橋）は、東九州自動車道の日向～都

農 IC 間に位置する橋長 712.5m のＰＣ１０径間連続箱桁橋です。本橋は、ウェ

ブに蝶型形状をしたコンクリート製のプレキャストパネルである「バタフライ

ウェブ」を世界で初めて使用した新しい構造形式の橋梁です。本構造を採用す

ることにより、上部工重量を従来のコンクリートウェブ箱桁橋に比べて約 10％

の軽量化が可能となり、ＰＣ鋼材重量の低減や支承の縮小化により建設コスト

の縮減を図っています。 

 断面詳細図    側面詳細図   
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発  行： 三井住友建設（株）土木本部 土木設計部 

連絡先：東京都中央区佃2 丁目1 番6 号   TEL.03-4582-3063 

ＵＲＬ： http://www.smcon.co.jp 

◆工程表 

◆構造･施工概要 

１） バタフライウェブ箱桁橋のウェブには、せん断力が圧縮力と引張力に分解されて伝わり、ダブルワーレントラスのよ

うな挙動を示します。引張力を受ける方向には導入したプレストレスで抵抗し、圧縮力に対してはコンクリートで抵

抗します。 

２） 本橋のコンクリートパネルには、引張力に抵抗するためにプレテンションＰＣ鋼材（1S15.2mm：インデント加工）

を配置し、圧縮力に対して抵抗するために高強度繊維補強コンクリート（σck＝80N/mm2）を使用しており、鉄筋は

配置していません。 

３） パネルと上下床版との接合は、ジベル鉄筋や鋼管ジベルを用いて一体化を図っています。 

４） 主桁コンクリートには、高強度コンクリート（σck＝50N/mm2）を使用し、床版厚を薄くしてさらに重量の低減を図

っています。主桁全体のスリム化により、１ブロック長を 6m として、張出しブロック数の低減を可能にしています。

 P8 柱頭部完成   

 バタフライウェブの構造特性   

 P1 張出し架設   

 バタフライパネルの製作   

8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8

詳 細 設 計

準 備 工

橋 体 工

橋 面 工

付 属 物 工

片 付 け

項　　目
平成24年平成23年平成22年 平成25年

 P1、P2 張出し架設   


